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～Road to the Future～
東 京 六 本 木 ロ ー タ リ ー・ク ラ ブ 会 長

　国際ロータリー・クラブ会長

『地域を育み、大陸をつなぐ』

『未来を見据えて』
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平成２３年１月１７日

会長・副会長　新年挨拶

会長　篠塚　博

幹事　山口　富久
　新年あけましておめでとうございます。
　楽しかったクリスマス例会も終わり、今年度も残すところ半年となってまいりま
した。至らない幹事ですが、皆様のご協力を賜りここまで過ごすことができました
こと感謝の一言に尽きます。
　昨年度は５周年記念式典の成功や「意義ある業績賞」受賞など、名誉あるトピッ
クが続き、クラブとしても注目を集めた年度でした。そんな中、今年度の幹事とし

てプレッシャーに押し潰されそうな自分でありましたが、会長テーマ「未来を見据えて」に沿い、
ロータリー・クラブの基本ポリシーである全員参加型の活動により皆様に支えられてまいりました。
　新年と同時に後半の半年を迎えるにあたり、これからも皆様が楽しくロータリー活動に参加で
きるように会長と会員皆様のサポートをさせていただきたいと思っております。また、このポリシー
を既に船出を始めました当クラブ初の女性会長となる安井次年度会長、片岡次年度幹事ならびに
役員方々、各委員長方々、会員皆様へ良き方向をもって繋いでいきたいと思っております。
　次の「未来を見据えて」に向かって、皆様のお力をいただけますようにお願い申し上げます。
　本年もご指導、ご鞭撻の程賜りますようお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　２０１０-２０１１年度東京六本木ロータリー・クラブ会長を努めさせていただいて半年
が「あっ」というまに経過いたしました。
　今年度会長テーマ「未来を見据えて」～Road to the Future にむかって残り半
年となりました。そして地区大会が「日本文化・絆」に焦点をあて２月２３日～２４日
に開催を予定し、又、ロータリー国際大会はアメリカ、ニューオリンズで「５月２２

日～５月２５日」開催されます。
　私共六本木ロータリー・クラブは各委員会において色々企画をしていただいておりますが、全
員参加型の活動に会員皆様方のご協力をよろしくお願い申し上げます。
　RI及び地区ではロータリー・クラブ等の努力、貢献を称えさまざまの賞が設けられております。
五大奉仕への積極的な参加を各委員長にかさねてよろしくお願い申し上げます。
　RI本年度のテーマ、「地域を育み、大陸をつなぐ」という目標を実現すべく、この六本木とい
う地域社会とともに奉仕活動を、継続して行い六本木ロータリー・クラブのブランドの確立を目
指し、より強力なクラブ作りが出来ますよう幹事共々努力してまいります。
　そして、例会への出席率の向上を会員各位にお願いし、新年のごあいさつとさせていただきます。



東京六本木ロータリー・クラブ

平成２２年１２月２０日

２０１０-２０１１年度クリスマス夜間例会
ロマンティックナイト＊＊＊
　　　　　　一緒に過そうクリスマス！！

　２０１０年１２月２０日、１８時半よりグランドハイアット東京２Fコリアンダーにて、「ロマン
ティックナイト＊＊＊一緒に過そうクリスマス！！」と題して２０１０-２０１１年度クリスマス夜
間例会が開催されました。
　篠塚会長の点鐘で始まり会長挨拶と幹事報告があり例会の部は終了、お待ちかね
の懇親会のスタートです。
　今回は、司会と親睦活動委員会委員長の一人二役で頑張って下さった松本委員長
の挨拶があり、佐藤特別代表による乾杯の御発声とともにブラインドが上がると、けや
き坂のイルミネーションが現れ会場内は一気にクリスマスムードとなりました。

　今回のイベントは美しい三宅麻美さんのピアノ演奏に小
城龍生さんのテノールの歌声による素敵なコンサート。今
夜の夜間例会の為だけの素敵なコラボレーションに全員が
酔いしれました。
　そしていよいよお待ちかねのお楽しみ会がスタート。原
点に戻っての落ち着いた会にするはずが、会場内は色鮮や
かな照明とレーザーが飛び交うディスコ会場に大変身！ス
モークの中から、コスチュームは自前です！の“ノリノリ・ミ
ニスカサンタ”､けやき坂イルミネーションにも引けを取ら
ない程派手な電飾に身を包んだツリー、このコスチューム
を着る為に生れてきたのかと思わせる程ぴたりとはまった
トナカイ、そして今年は新たなメンバーとしてダルーマ（＝
スノーマン）も登場、最後にはこのコスチュームがすっかり
板に付いたお腹の出具合も丁度良い“ミスターサンタクロ
ース”が登場。
　やっぱり賑やかになっちゃうのが東京六本木ＲＣ流とばか
りに「ジャンケンだよ！全員集合！」が始まりました。
　決勝は松本委員長の顔がデフォルメされたグー・チョキ・
パーアニメで行い、勝者は素敵なプレゼントを手にしました。
最後に“手に手つないで”を合唱、全員で記念写真を撮り、
夢の様な楽しいひと時「クリスマス夜間例会」は幕を閉じ
ました。

　（親睦活動委員会　副委員長　細野　高平）

細野高平さんは、お仕事の関係で１２月

末日をもって退会されました。

細野さん、夜間例会の演出など色々お

世話になりました。

これからも遊びにいらしてください。
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１２月２０日

合　計
累　計

佐藤　晃一さん（特別代表）
１２月に西ロータリー皆勤３３年で表彰されました。
六本木ロータリーのおかげでメークアップで助けて貰っ
ていますので。

宇佐見　高司さん
久し振りに夜間例会出席させて頂きました。
楽しみにしております。

安間　百合子さん
今年一年、大変御世話になりまして、本当にありがとう
ございました。
来年もどうぞよろしく御願い申し上げます。

平松　和也さん
　今年も１年、お世話になりました。

山中　隹弘さん
クリスマス会エンジョイしましょう。
今年はリラックスさせていただきます。

宇佐見　千嘉さん
色々の思いを抱きながら、今年も一年が過ぎ様として
おります。皆さまの友情を感じながら、ロータリーに感
謝感謝！！

齊藤　千穂さん
本日皆様とクリスマスの夜を過ごせます事、大変嬉しく、
今年も家族全員健康で過ごせました事を感謝しており
ます。

森　佳子さん
メリーX’mas！！　今年一年お世話になりました。
来年もどうぞよろしくお願い致します。

小笠原　正彦さん
ラグビーの大学選手権が始まりました。
１月９日の決勝に東海大が出ることを期待しています。

苅田　吉夫さん
多事多難な一年でしたが、何とか無事に年末を迎え
ることができました。来るべき年はより良い年となる
ことを祈りつつ。

山口　富久さん
おかげさまで、半年が経ちました。
引き続き６月末までよろしくお願い致します。

日下部　真治さん
メリークリスマス！　全てのロータリアンとご家族
ご友人が幸せになりますように！

細野　高平さん
　皆様色々お世話になりました。

松本　智さん
　メリークリスマス！

渡邉　滋さん
もう今年も終りです。しかし　
「年の瀬を忙しいといひつ遊ぶなり」　　星野立子

１２月２０日の例会出席率（暫定）１２月２０日の例会出席率（暫定）

会員の例会出席者数 ３０名

会員の例会出席率  ６４%

ゲストの参加者数  １７名
 ※ メーキャップを含めていない暫定の人数です。

本日のプログラム本日のプログラム

次回のプログラム

平成２３年１月２４日

森美術館キュレーター

荒木　夏実 様

慶應義塾大学文学部卒業。一度就職した後にロータリー・ク
ラブ奨学生として英国レスター大学で学び、ミュージアム・
スタディーズ学部の修士号を取得。
三鷹市芸術文化センターで学芸員として勤務したのち、
２００３年より森美術館キュ レーター。企画した主な展覧会に
「曽根裕：Scoop」「サイモン・パタソン:言葉とイメージの遊
戯室」「ストーリーテラーズ：アートが紡ぐ物語」「六本木クロッ
シング２００７：未来への脈動」「小谷元彦展：幽体の知覚」など。

卓話　「小谷元彦展：幽体の知覚」紹介


